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『
万
葉
集
』
と
日
本
古
代
大
陸
移
民

─
「
東
亜
交
往
民
」
の
概
念
提
起
に
つ
い
て
─

王
　
　
凱

一
、
は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
と
い
う
書
物
は
、「
神
の
御
典
」
と
し
て
「
よ
く
明
ら
む

る
」
べ
き
最
初
の
書
物
で
あ
り（

（
（

、
日
本
近
代
国
民
国
家
の
成
立
過
程
に
お

い
て
は
、「
民
族
の
古
典
」
と
し
て
、
日
本
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
極
め
て
有
効
な
文
化
装
置
で
あ
っ
た（

（
（

。『
古
事

記
』
と
並
ん
で
『
万
葉
集
』
も
「
純
」
日
本
的
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
本

人
の
こ
こ
ろ
の
故
郷
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
が
、
そ
の
日

本
現
存
最
古
の
歌
集
の
実
質
は
極
め
て
国
際
色
豊
か
な
典
籍
で
あ
る
こ
と

は
既
に
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
、『
万
葉
集
』
の
内
容
や
形
式
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
中
国

の
文
学
と
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く（

（
（

、

集
中
の
豊
富
多
彩
な
歌
人
構
成
の
面
に
お
い
て
も
、
そ
の
特
徴
が
よ
く
現

れ
て
い
る（

（
（

。
そ
れ
ら
の
万
葉
歌
人
の
氏
族
出
自
に
よ
れ
ば
、
大
方
「
日
本

在
来
氏
族
」
と
「
非
日
本
在
来
氏
族
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
後
者
、
日
本
に
お
い
て
称
さ
れ
る
、
所
謂
「
帰
化
人
」

や
「
渡
来
人
」、
そ
し
て
中
国
で
称
さ
れ
る
「
日
本
古
代
大
陸
移
民
」
と

呼
ば
れ
る
集
団
に
つ
い
て
は
、
両
国
間
の
交
流
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
術
語
表
現
や
概
念
を
検
討
す
る
余
地
は
な
お
残
る
も
の
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の
、
拙
稿
で
は
便
宜
上
、「（
日
本
古
代
）
大
陸
移
民
」、
特
に
『
万
葉

集
』
を
考
え
た
場
合
、「
移
民
氏
族
歌
人
」
の
表
現
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、『
万
葉
集
』
に
は
い
っ
た
い
何
人
の
古
代
大
陸
移
民
が
存
在
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
統
計
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
集
中
に
歌
を

残
し
た
移
民
氏
族
歌
人
は
五
二
名
（
表
一
）、
作
歌
の
な
い
者
は
七
名
で

あ
る
（
表
二
）。
そ
の
上
、
移
民
系
で
あ
る
か
ど
う
か
説
の
定
ま
ら
な
い

歌
人
四
名
（
山
上
憶
良
、
縁
達
師
、
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
、
長
忌
寸
娘
）
を

加
算
す
る
と（

（
（

、
合
計
六
三
名
に
な
る
。
人
数
と
作
歌
数
を
合
わ
せ
て
考
え

る
と
、
や
は
り
看
過
で
き
な
い
歌
人
集
団
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

彼
ら
移
民
氏
族
歌
人
は
万
葉
歌
の
生
誕
そ
の
も
の
と
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
万
葉
集
の
歌
風
の
進
化
に
お
い
て
も
、
そ
の
果
た
さ
れ
た
役
割
も
大

変
重
要
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

表
一
：
移
民
系
歌
人
（
歌
有
り
）　　

52
名

出
自

人
名

人
数

中
国

薩
妙
観
、
雪
連
宅
麻
呂
、
張
福
子
（
張
禄
満
）、
内
蔵

忌
寸
縄
麻
呂
、
田
辺
史
眞
上
、
板
持
連
安
麻
呂
、
田

辺
史
福
麿
、
坂
上
忌
寸
人
長
、
田
辺
秋
庭
、
羽
栗

10

百
済

調
首
淡
海
、
葛
井
連
広
成
、
吉
田
連
宜
、
高
丘
連
河

内
、
大
蔵
忌
寸
麿
、
刑
部
垂
麻
呂
、
葛
井
連
大
成
、

36

文
忌
寸
馬
養
、
宇
努
首
男
人
、
葛
井
連
諸
会
、
麻
田

連
陽
春
、
馬
史
国
人
、
生
石
村
主
真
人
、
安
宿
公
奈

登
麿
、
六
鯖
（
六
人
部
連
鯖
麻
呂
）、
高
氏
老
（
高
向

村
主
老
）、
土
理
宣
令
、
山
口
忌
寸
若
麻
呂
、
志
氏
大

道
（
志
紀
連
大
道
）、
秦
忌
寸
八
千
島
、
椎
野
連
長

年
、
大
石
蓑
麿
、
田
部
忌
寸
櫟
子
、
葛
井
連
子
老
、

余
明
軍
、
秦
許
遍
麻
呂
、
秦
田
麿
、
秦
間
満
、
軍
王
、

上
古
麻
呂
、
舎
人
吉
年
、
調
使
首
、
刑
部
直
千
国
、

刑
部
直
三
野
、
刑
部
志
加
麿
、
刑
部
虫
麿

新
羅

三
方
沙
祢
（
山
田
史
御
方
）、
山
田
御
母
、
山
田
史
土

麻
呂

3

高
句
麗
背
奈
公
行
文

1

不
明

高
氏
義
通
、
桉
作
村
主
益
人

2

　

表
二
：
移
民
系
歌
人
（
歌
無
し
）　　

７
名

出
自

人
名

人
数

中
国

秦
朝
元

1

百
済

吉
田
連
老
、
秦
忌
寸
石
竹

2

新
羅

理
願
、
山
田
史
君
麻
呂

2

天
竺

波
羅
門

1
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不
明

佐
々
貴
山
君

1

　

拙
稿
は
こ
れ
ら
の
移
民
氏
族
歌
人
と
そ
の
作
歌
の
一
部
を
取
り
上
げ
て

考
察
す
る
と
と
も
に
、「
帰
化
人
」
や
「
渡
来
人
」、
そ
し
て
「
日
本
古
代

大
陸
移
民
」
と
い
っ
た
地
政
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
念
頭
に
作
ら
れ
た
術
語

概
念
に
つ
い
て
も
再
考
し
て
み
た
い
。

二
、「
外
国
」
を
行
き
来
す
る
人
た
ち

　
『
万
葉
集
』
に
は
都
の
貴
族
が
地
方
へ
移
動
し
た
り
、
防
人
が
東
国
か

ら
太
宰
府
へ
移
動
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
日
本
列
島
内
の
移
動
だ
け
で
な

く
、
さ
ら
に
は
「
国
境
」
を
越
え
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
の
間
を
行
き
来
す

る
万
葉
歌
人
も
い
る
。
遣
唐
使
と
遣
新
羅
使
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
外
交
使
節
団
に
お
い
て
、
移
民
氏
族
歌
人
が
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
代
表
者
の
一
人
が
百
済
系
の
大
陸
移
民
と
言
わ
れ
て
い
る
山
上
憶

良
で
あ
る（

（
（

。
憶
良
は
大
宝
二
年
（
七
〇
二
年
）
第
七
次
遣
唐
使
の
少
録
を

努
め
て
お
り
、

　
　

山
上
臣
憶
良
、
大
唐
に
在
り
し
時
に
、
本
郷
を
憶
ひ
て
作
る
歌

い
ざ
子
ど
も　

早
く
日
本
へ　

大
伴
の　

三
津
の
浜
松　

待
ち
恋
ひ

ぬ
ら
む�

（
一
・
六
三（

（
（

）

　

と
い
う
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
帰
国
は
慶
雲
元
（
七
〇
四
）
年
か

同
四
（
七
〇
七
）
年
で
、
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
間
、
唐
で
大
陸
文
学

に
接
触
し
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
痕
跡
は
そ
の
後
の
憶
良
の
作
歌
か
ら
見
出
す
こ
と
も
決
し

て
難
し
く
は
な
い（

（
（

。
ま
た
、
上
記
の
歌
は
日
本
人
が
外
国
で
詠
ん
だ
最
初

の
歌
と
し
て
記
念
す
べ
き
作
品
で
も
あ
る（

（1
（

。

　

日
本
人
が
外
国
で
最
初
に
創
っ
た
文
学
作
品
と
言
え
ば
、
和
歌
と
対
を

成
し
て
い
る
漢
詩
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
じ
遣
唐
使
団
に
い

た
大
陸
移
民
出
自
の
留
学
僧
・
釈
弁
正
が
、「
五
言　

在
唐
憶
本
郷　

一

絶
」
と
い
う
漢
詩
を
『
懐
風
藻
』
に
残
し
て
い
る
。

　

27　

五
言
。
在
唐
憶
本
郷
。
一
絶
。

日
辺
瞻
日
本
。
雲
裡
望
雲
端
。
遠
遊
労
遠
国
。
長
恨
苦
長
安（

（1
（

。

　

憶
良
の
63
番
歌
と
あ
ま
り
大
差
は
な
く
、
故
郷
の
日
本
が
恋
し
い
気
持

ち
を
表
す
漢
詩
で
あ
る
。
そ
の
釈
弁
正
の
伝
記
が
、『
懐
風
藻
』
に
残
っ

て
い
る
。
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弁
正
法
師
者
。
俗
姓
秦
氏
。
性
滑
稽
。
善
談
論
。
少
年
出
家
。
頗
洪

玄
学
。
大
宝
年
中
。
遣
学
唐
国
。
時
遇
李
隆
基
龍
潜
之
日
。
以
善
囲

碁
屡
見
賞
遇
。
有
子
朝
慶
朝
元
。
法
師
及
慶
在
唐
死
。
元
皈
本
朝
。

仕
至
大
夫
。
天
平
年
中
。
拜
入
唐
判
官
。
到
大
唐
見
天
子
。
天
子
以

其
父
故
特
優
詔
。
厚
賞
賜
。
還
至
本
朝
。
尋
卒
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弁
正
は
移
民
氏
族
の
秦
氏
の
出
自
で
あ
る
。
秦
氏
に

つ
い
て
は
、『
新
撰
姓
氏
録（

（1
（

』
の
左
京
諸
藩
上
秦
太
公
宿
祢
条
に
見
え
、

山
城
国
諸
藩
忌
寸
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
出
自
は
中
国
の
秦
の
時
代
に
遡

り
、
秦
始
皇
帝
の
三
世
孫
で
あ
る
孝
武
王
の
子
に
当
た
る
功
満
王
が
仲
哀

天
皇
八
年
に
倭
国
に
行
き
、
そ
の
子
の
融
通
王
（
弓
月
王
）
が
応
神
天
皇

十
四
年
に
、
百
廿
七
県
の
民
を
倭
国
に
連
れ
て
来
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と

を
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
弓
月
王
が
倭
国
に
来
よ
う
と
し
た
時
に
、
新
羅

に
阻
ま
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
伝
承
を
そ

の
ま
ま
史
実
と
し
て
は
信
じ
難
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
秦
氏
は
中
国
大

陸
の
出
自
で
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
列
島
に
来
た
と
い
う
こ
と

に
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
弁
正
が
唐
で
皇
太
子
の
李
隆
基
と
囲
碁
を

打
ち
、
交
誼
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
弁
正
自
身
が
そ
の
長
男
で
あ

る
朝
慶
と
と
も
に
唐
で
没
し
、『
万
葉
集
』
に
は
登
場
し
な
い
が
、
次
男

の
朝
元
が
唐
で
成
人
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
に
帰
っ
た
。
天
平
年
間
、
朝

元
は
遣
唐
使
の
判
官
と
し
て
再
び
唐
へ
赴
き
、
唐
の
皇
帝
は
そ
の
父
親
と

の
よ
し
み
に
よ
り
厚
遇
し
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
帰
国
子
女
」
の
朝
元
で
あ
る
が
、
彼
は
歌
が
苦
手
で

あ
っ
た
こ
と
が
『
万
葉
集
』
巻
十
七
・
三
九
二
六
番
歌
の
左
注
に
記
さ
れ

て
い
る
。

…
船
王
、
邑
知
王
、
小
田
王
、
林
王
、
穂
積
朝
臣
老
、
小
田
朝
臣
諸

人
、
小
野
朝
臣
綱
手
、
高
橋
朝
臣
国
足
、
太
朝
臣
徳
太
理
、
高
丘
連

河
内
、
秦
忌
寸
朝
元
、
楢
原
造
東
人

右
件
王
卿
等
、
應
詔
作
歌
、
依
次
奏
之
。
登
時
不
記
、
其
歌
漏
失
。

但
秦
忌
寸
朝
元
者
、
左
大
臣
橘
卿
謔
云
、
靡
堪
賦
歌
、
以
麝
贖
之
、

因
此
黙
已
也
。

　

こ
の
折
の
経
緯
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
天
平
十
八
（
七
四
六
）
年
正

月
に
、
大
雪
が
降
り
左
大
臣
橘
諸
兄
を
は
じ
め
と
す
る
官
人
が
内
裏
に
参

上
し
、
雪
か
き
を
し
た
こ
と
で
元
正
太
上
天
皇
が
喜
ん
で
労
を
犒
う
た
め

の
宴
を
催
し
、「
汝
ら
諸
王
卿
た
ち
、
聊
か
に
こ
の
雪
を
賦
し
て
、
各
そ

の
歌
を
奏
せ
よ
」
と
い
う
詔
を
出
し
た
。
そ
の
時
、
秦
朝
元
も
参
列
し
て

い
た
が
、
咄
嗟
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
か
、
歌
が
詠
め
な
か
っ
た
。
そ
の
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こ
と
を
諸
兄
に
「
麝
香
を
以
て
そ
の
失
態
を
贖
え
」
と
言
わ
れ
た
と
い

う
。
朝
元
は
医
者
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
お
そ
ら
く
当
時
中
国
か
ら
輸
入
し

て
い
た
高
価
な
麝
香
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
朝
元
は
憶
良
ほ
ど

の
歌
才
が
な
く
、
唐
で
の
生
活
も
長
く
、
唐
で
は
漢
詩
、
漢
文
で
応
酬
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヤ
マ
ト
ウ
タ
に
は
疎
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
傾
向
は
何
も
朝
元
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
技
術
系
移
民
の
多

い
秦
氏（

（1
（

は
、
ど
う
も
ヤ
マ
ト
ウ
タ
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
、
越
中
の
国
の
少
目
で
あ
る
大
陸
移
民
の
秦
伊
美
吉
石
竹
は

何
度
も
宴
会
を
催
し
て
い
る
が
、
歌
は
一
首
も
残
し
て
い
な
い
（
十
八
・

四
〇
八
六
～
四
〇
八
八
、
十
八
・
四
一
三
五
、
十
九
・
四
二
二
五
）。
ヤ

マ
ト
ウ
タ
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
、
技
術
者
出
身
の
移
民
た
ち
に
と
っ
て

は
、
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
遣
唐
使
の
ほ
か
、
同
じ
く
外
交
使
節
で
あ
る
遣
新
羅
使
節

団
に
も
移
民
氏
族
歌
人
が
多
く
い
る
。
そ
の
歌
群
が
『
万
葉
集
』
巻
十
五

の
前
半
に
集
中
的
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
一
四
五
首
も
の
膨
大
な
数
に
上

る
。

　

こ
の
天
平
八
（
七
三
六
）
年
の
遣
新
羅
使
節
団
に
は
、
中
国
系
出
自
の

小
判
官
の
大
蔵
忌
寸
麿
を
は
じ
め
、
同
じ
出
自
系
統
の
持
つ
田
辺
秋
庭
、

秦
田
麿
、
秦
間
満
、
雪
連
宅
麻
呂
、
羽
栗
が
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
百
済

出
自
の
大
石
蓑
麿
と
葛
井
連
子
老
、
六
鯖
（
六
人
部
連
鯖
麻
呂
）
の
、
合

計
九
人
の
移
民
氏
族
歌
人
が
一
行
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
、
羽
栗
の
よ

う
な
唐
や
新
羅
に
何
度
も
行
き
来
し
た
こ
と
の
あ
る
移
民
も
い
る（

（1
（

。

　

遣
新
羅
使
の
移
民
氏
族
歌
人
の
作
歌
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
ヤ

マ
ト
ウ
タ
に
対
す
る
習
熟
度
の
ば
ら
つ
き
は
あ
っ
た
が（

（1
（

、
下
記
歌
群
の
雪

連
宅
満
の
死
を
め
ぐ
る
移
民
氏
族
歌
人
の
葛
井
連
子
老
（
十
五
・
三
六
九

一
～
三
六
九
三
）
と
六
鯖
（
十
五
・
三
六
九
四
～
三
六
九
六
）
を
主
体
と

な
す
挽
歌
群
か
ら
見
れ
ば
、
彼
ら
は
一
行
の
中
の
移
民
氏
族
集
団
と
し
て

一
定
の
結
束
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

壱
岐
島
に
至
り
て
、
雪
連
宅
満
が
忽
ち
鬼
病
に
遭
ひ
て
死
去
せ

し
時
に
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌

天
皇
の　

遠
の
朝
廷
と　

韓
国
に　

渡
る
我
が
背
は　

家
人
の　

斎

ひ
待
た
ぬ
か　

正
身
か
も　

過
ち
し
け
む　

秋
去
ら
ば　

帰
り
ま
さ

む
と　

た
ら
ち
ね
の　

母
に
申
し
て　

時
も
過
ぎ　

月
も
経
ぬ
れ
ば

　

今
日
か
来
む　

明
日
か
も
来
む
と　

家
人
は　

待
ち
恋
ふ
ら
む
に

　

遠
の
国　

い
ま
だ
も
着
か
ず　

大
和
を
も　

遠
く
離
り
て　

岩
が

根
の　

荒
き
島
根
に　

宿
り
す
る
君�

（
十
五
・
三
六
八
八
）

　
　
　

反
歌
二
首

岩
田
野
に　

宿
り
す
る
君　

家
人
の　

い
づ
ら
と
我
れ
を　

問
は
ば

い
か
に
言
は
む�

（
十
五
・
三
六
八
九
）
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世
の
中
は　

常
か
く
の
み
と　

別
れ
ぬ
る　

君
に
や
も
と
な　

我
が

恋
ひ
行
か
む�

（
十
五
・
三
六
九
〇
）

　
　

右
の
三
首
、
挽
歌

天
地
と　

共
に
も
が
も
と　

思
ひ
つ
つ　

あ
り
け
む
も
の
を　

は
し

け
や
し　

家
を
離
れ
て　

波
の
上
ゆ　

な
づ
さ
ひ
来
に
て　

あ
ら
た

ま
の　

月
日
も
来
経
ぬ　

雁
が
ね
も　

継
ぎ
て
来
鳴
け
ば　

た
ら
ち

ね
の　

母
も
妻
ら
も　

朝
露
に　

裳
の
裾
ひ
づ
ち　

夕
霧
に　

衣
手

濡
れ
て　

幸
く
し
も　

あ
る
ら
む
ご
と
く　

出
で
見
つ
つ　

待
つ
ら

む
も
の
を　

世
の
中
の　

人
の
嘆
き
は　

相
思
は
ぬ　

君
に
あ
れ
や

も　

秋
萩
の　

散
ら
へ
る
野
辺
の　

初
尾
花　

仮
廬
に
葺
き
て　

雲

離
れ　

遠
き
国
辺
の　

露
霜
の　

寒
き
山
辺
に　

宿
り
せ
る
ら
む

�

（
十
五
・
三
六
九
一
）

　
　

反
歌
二
首

は
し
け
や
し　

妻
も
子
ど
も
も　

高
々
に　

待
つ
ら
む
君
や　

島
隠

れ
ぬ
る�

（
十
五
・
三
六
九
二
）

も
み
ち
葉
の　

散
り
な
む
山
に　

宿
り
ぬ
る　

君
を
待
つ
ら
む　

人

し
か
な
し
も�

（
十
五
・
三
六
九
三
）

　
　

右
の
三
首
、
葛
井
連
子
老
が
作
る
挽
歌
。

わ
た
つ
み
の　

恐
き
道
を　

安
け
く
も　

な
く
悩
み
来
て　

今
だ
に

も　

喪
な
く
行
か
む
と　

壱
岐
の
海
人
の　

ほ
つ
て
の
卜
部
を　

か

た
焼
き
て　

行
か
む
と
す
る
に　

夢
の
ご
と　

道
の
空
路
に　

別
れ

す
る
君�

（
十
五
・
三
六
九
四
）

　
　

反
歌
二
首

昔
よ
り　

言
ひ
け
る
こ
と
の　

韓
国
の　

か
ら
く
も
こ
こ
に　

別
れ

す
る
か
も
（
十
五
・
三
九
六
五
）
新
羅
へ
か　

家
に
か
帰
る　

壱
岐

の
島　

行
か
む
た
ど
き
も　

思
ひ
か
ね
つ
も

�

（
十
五
・　

三
六
九
六
）

　
　

右
の
三
首
、
六
鯖
が
作
る
挽
歌
。

　

上
記
歌
群
に
よ
れ
ば
、
雪
連
宅
麻
呂
は
壱
岐
島
に
至
り
、「
鬼
病
」
に

よ
っ
て
急
死
し
た
。
そ
の
挽
歌
群
の
冒
頭
に
あ
る
大
伴
三
中
作
と
言
わ
れ

て
い
る
歌
は
副
使
と
し
て
儀
礼
的
な
も
の
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
続
く
葛
井
連
子
老
と
六
鯖
の
挽
歌
は
、
移
民
氏
族
歌
人
同
士
と
し
て

の
連
携
を
強
く
表
す
も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
。
国
境
を
越
え
な
が
ら
、

移
民
氏
族
歌
人
は
ヤ
マ
ト
ウ
タ
で
交
流
し
、
連
帯
感
を
醸
し
出
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

上
述
し
た
移
民
氏
族
歌
人
は
、
古
代
大
陸
移
民
全
体
の
一
部
に
過
ぎ
な

い
。
国
の
境
を
越
え
な
が
ら
、
移
民
氏
族
歌
人
は
ヤ
マ
ト
ウ
タ
を
詠
ん
で
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い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
古
代
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
人
々
は
、
彼
ら

を
通
し
て
ヤ
マ
ト
ウ
タ
を
耳
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
移
民
氏

族
歌
人
も
そ
の
文
芸
も
国
境
な
き
も
の
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
が
共
有
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
、
文
学
の
「
壁
」
を
行
き
来
す
る
人
た
ち

　

日
本
現
存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
を
見
る
と
、『
万
葉
集
』
の
歌

人
ら
は
詩
人
へ
と
変
身
す
る
。
い
わ
ば
、
和
歌
、
漢
詩
、
漢
文
の
世
界
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
自
由
に
行
き
来
す
る
古
代
大
陸
移
民
は
少
な
く
な
い
。

　
『
万
葉
集
』
と
『
懐
風
藻
』
に
同
時
に
名
前
を
残
し
た
古
代
大
陸
移
民

は
、
麻
田
連
陽
春
、
葛
井
連
広
成
、
背
奈
王
行
文
、
山
田
史
三
方
、
吉
田

連
宜
、
刀
利
宣
令
の
六
名
い
る
。
特
に
、
背
奈
王
行
文
、
山
田
史
三
方
、

吉
田
連
宜
、
刀
利
宣
令
が
高
句
麗
、
新
羅
、
百
済
朝
鮮
三
国
の
代
表
と
し

て
、
長
屋
王
の
政
治
的
文
学
サ
ロ
ン
で
行
わ
れ
た
新
羅
使
餞
宴
の
舞
台
に

登
場
し
、「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
の
は
実
に

興
味
深
い
。

　

高
句
麗
出
自
の
行
文
は
、『
万
葉
集
』
で
は
「
消
奈
公
行
文
」
と
称
す

る
の
に
対
し
、『
懐
風
藻
』
で
は
「
背
奈
王
行
文
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀（

（1
（

』
の
延
暦
八
年
（
七
八
九
年
）
冬
十
月
乙
酉
条
の
高
倉
朝
臣

福
信
の
薨
伝
に
よ
れ
ば
、
福
信
が
幼
い
頃
、
叔
父
に
当
た
る
行
文
に
連
れ

ら
れ
、
本
籍
の
武
蔵
国
高
麗
郡
か
ら
上
京
し
た
。
そ
の
肖
奴
一
族
の
祖
は

福
徳
で
あ
り
、
唐
が
平
壌
城
を
攻
略
し
た
時
、
倭
国
に
逃
亡
し
た
と
い

う
。
つ
ま
り
、
福
信
は
福
徳
の
孫
に
当
た
る
。

　

行
文
は
養
老
五
年
正
月
に
は
正
七
位
上
、
明
経
第
二
博
士
、「
優
遊
学

業
、
堪
為
師
範
」
の
た
め
、
天
皇
か
ら
恩
賜
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、

神
亀
四
（
七
二
七
）
年
十
二
月
、
時
に
正
六
位
上
の
行
文
が
従
五
位
下
に

栄
転
し
、
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
ご
ろ
に
は
「
宿
儒
」
の
名
を
上
げ
て
い

る（
（1
（

。
行
文
は
『
万
葉
集
』
に
は
「
謗
佞
人
歌
」
一
首
残
し
て
お
り
、
左
注

に
は
「
博
士
消
奈
行
文
大
夫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

侫
人
を
謗
る
歌
一
首

奈
良
山
の　

児
手
柏
の　

両
面
に　

か
に
も
か
く
に
も　

侫
人
が
伴

�

（
十
六
・
三
八
三
六
）

　
　

右
の
歌
一
首
、
博
士
消
奈
行
文
大
夫
作
る
。

　

こ
こ
に
い
う
「
佞
人
」
と
は
、
神
亀
五
（
七
二
八
）
年
に
実
施
し
た
内

外
階
制
に
よ
り
、
行
文
の
出
世
コ
ー
ス
を
阻
ん
だ
在
来
氏
族
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か（

（1
（

。
そ
れ
に
対
し
、『
懐
風
藻
』
に
は
背
奈
王
行
文
は
従
五
位
下
に

な
っ
て
お
り
、
大
学
寮
の
副
官
を
勤
め
て
い
る
。「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
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羅
客
」
と
「
上
巳
禊
飲
応
詔
」
を
題
に
、
漢
詩
二
首
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
、

　
　

従
五
位
下
大
学
助
背
奈
王
行
文
二
首　
〈
年
六
十
二
〉

〇
六
〇　

五
言
。
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
一
首
。〈
賦
得
風
字
〉

嘉
賓
韻
小
雅
。
設
席
嘉
大
同
。
鑒
流
開
筆
海
。
攀
桂
登
談
叢
。

盃
酒
皆
有
月
。
歌
声
共
逐
風
。
何
事
専
対
士
。
幸
用
李
陵
弓
。

と
あ
り
、
行
文
は
こ
の
時
、
す
で
に
「
背
奈
王
」
に
改
姓
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
天
平
十
九
（
七
四
七
）
年
前
後
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く

る
。
本
詩
は
ほ
か
の
長
屋
王
宴
新
羅
使
の
漢
詩
群
と
類
似
し
た
発
想
や
表

現
も
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
最
後
の
二
句
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
文
面
通

り
に
理
解
す
れ
ば
、「
任
務
を
果
た
し
た
専
対
士
」
の
よ
う
に
、
公
務
の

こ
と
を
忘
れ
、
李
陵
の
よ
う
に
弓
箭
を
以
て
愁
傷
を
忘
れ
よ
う
と
い
う
意

味
で
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
、
李
陵
弓
の
故
事
を
念
頭
に
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の

置
か
れ
た
境
地
が
行
文
の
境
遇
と
よ
く
似
て
お
り
、
行
文
は
倭
国
に
い
な

が
ら
も
、
慰
め
と
な
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
、
李
陵
が
匈
奴
に
身
を
囚
わ

れ
な
が
ら
、
弓
箭
を
以
て
慰
め
と
す
る
こ
と
に
喩
え
、
行
文
に
と
っ
て
漢

詩
は
唯
一
の
慰
め
に
な
る
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
詩
と
「
謗
佞

人
歌
」
は
行
文
が
在
来
氏
族
に
よ
っ
て
、
出
世
の
道
が
阻
ま
れ
た
不
満
と

愁
傷
を
表
し
て
い
る
。
日
本
の
生
活
は
高
句
麗
の
亡
命
者
に
と
っ
て
は
大

変
つ
ら
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
の
山
田
史
は
「
史
」、「
造
」、「
連
」、「
宿
祢
」
な
ど
の
姓
の
変
遷
を

経
て
い
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
諸
藩
上
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
山
田
宿

祢
は
周
霊
王
太
子
晋
の
出
自
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
河
内
国
諸
藩
の
記
載

に
よ
れ
ば
、
山
田
宿
祢
は
魏
司
空
王
昶
の
出
自
だ
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
未
定
雑
姓
和
泉
国
に
は
、
山
田
造
が
新
羅
国
天
佐
疑
利
命
か
ら
出
て

い
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
総
合
的
に
考
え
て
み
れ
ば
、
山
田
氏
は
中
国
、

新
羅
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
起
源
が
中
国
で
、
新
羅
を
経
て
日
本

列
島
に
移
住
し
た
氏
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
田
史
三
方
は
、「
御
形
」
や
「
御
方
」
と
も
作
る
。『
日
本
書
紀
』
持

統
六
年
（
六
九
二
）
冬
十
月
、
御
形
は
務
広
肆
で
あ
っ
た
。
沙
門
で
あ
っ

た
御
形
は
新
羅
へ
留
学
し
た
経
験
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
は
既
に

還
俗
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
御
方
は
優
れ
た
文
章
家
で
あ
り
、
養
老

五
（
七
二
一
）
年
正
月
に
は
移
民
氏
族
の
楽
浪
河
内
、
刀
利
宣
令
及
び
山

上
憶
良
ら
と
と
も
に
、
東
宮
に
侍
す
命
を
受
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
同

月
甲
戌
条
に
は
、
前
述
の
背
奈
公
行
文
と
同
じ
理
由
で
、
調
忌
寸
古
麻
呂

ら
と
と
も
に
賞
賜
を
受
け
て
い
る
。
更
に
、
養
老
六
年
（
七
二
二
年
）
四

月
庚
寅
条
に
よ
れ
ば
、
周
防
国
の
前
任
長
官
で
あ
る
従
五
位
上
の
山
田
史

御
方
は
「
監
臨
犯
盗
」
を
し
た
が
、
元
正
天
皇
は
御
方
が
以
前
遠
く
新
羅
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の
国
に
遊
学
し
た
こ
と
も
あ
り
、
帰
朝
後
も
学
生
を
教
授
す
る
の
に
効
が

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
そ
の
よ
う
に
矜
持
な
く
窃
盗
に
加
わ
っ
た
こ
と

に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
宜
加
恩
寵
」
し
て
、
贓
物
を
追
求
し

な
い
こ
と
に
し
た
。
山
田
史
御
方
は
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
頃
に
、「
文

雅
」
の
人
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
山
田
史
三
方
は
「
史
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
・
漢
文
の
素
養
が
高
く
、『
続
日
本
紀
』
の
編
集

者
の
一
人
と
も
擬
せ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

三
方
は
『
万
葉
集
』
に
は
以
下
の
歌
を
残
し
て
い
る
。

三
方
沙
弥
、
園
臣
生
羽
が
女
を
娶
り
て
、
未
だ
幾
の
時
も
経
ね

ば
、
病
に
臥
し
て
作
る
歌
三
首

た
け
ば
ぬ
れ　

た
か
ね
ば
長
き　

妹
が
髪　

こ
の
こ
ろ
見
ぬ
に　

掻

き
入
れ
つ
ら
む
か　
　

三
方
沙
弥�
（
二
・
一
二
三
）

人
皆
は　

今
は
長
し
と　

た
け
と
言
へ
ど　

君
が
見
し
髪　

乱
れ
た

り
と
も　
　

娘
子�

（
二
・
一
二
四
）

橘
の　

影
踏
む
道
の　

八
衢
に　

物
を
そ
思
ふ　

妹
に
逢
は
ず
し
て　
　

三
方
沙
弥�

（
二
・
一
二
五
）

　
　

三
方
沙
弥
が
歌
一
首

衣
手
の　

別
か
る
今
夜
ゆ　

妹
も
我
も　

い
た
く
恋
ひ
む
な　

逢
ふ

よ
し
を
な
み�

（
四
・
五
〇
八
）

橘
の　

本
に
道
踏
む　

八
衢
に　

物
を
そ
思
ふ　

人
に
知
ら
え
ず

�

（
六
・
一
〇
一
二
）

右
の
一
首
、
右
大
弁
高
橋
安
麻
呂
卿
語
り
云
は
く
、
故
豊
島
采

女
が
作
な
り
、
と
い
ふ
。
た
だ
し
、
或
本
に
云
は
く
、
三
方
沙

弥
、
妻
苑
臣
に
恋
ひ
て
作
る
歌
な
り
、
と
い
ふ
。
然
ら
ば
則

ち
、
豊
島
采
女
は
当
時
当
所
に
し
て
こ
の
歌
を
口
吟
へ
る
か
。

あ
し
ひ
き
の　

山
道
も
知
ら
ず　

白
橿
の　

枝
も
と
を
を
に　

雪
の

降
れ
れ
ば　
〈
或
は
云
ふ
、「
枝
も
た
わ
た
わ
」〉�

（
十
・
二
三
一
五
）

右
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
で
た
り
。
た
だ
し
、
件
の

一
首　

或
本
に
云
は
く
、
三
方
沙
弥
の
作
と
い
ふ
。

　

こ
れ
ら
の
ヤ
マ
ト
ウ
タ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
方
は
和
歌
が
う

ま
い
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
と
漢
文
も
大
変
得
意
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に

は
、
山
田
史
三
方
の
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
并
序
」、「
七
夕
」、「
三

月
三
日
曲
水
宴
」
の
漢
詩
三
首
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

大
学
頭
従
五
位
下
山
田
史
三
方
三
首



『万葉集』と日本古代大陸移民─ 197 ─

〇
五
二　

五
言
。
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
一
首
。
并
序
。

君
王
以
敬
愛
之
沖
衿
。
広
闢
琴
罇
之
賞
。
使
人
承
敦
厚
之
栄
命
。
欣

戴
鳳
鸞
之
儀
。
於
是
琳
瑯
満
目
。
蘿
葵
充
薜
筵
。
玉
俎
雕
華
。
列
星

光
於
烟
幕
。
珍
羞
錯
味
。
分
綺
色
於
霞
帷
。
羽
爵
騰
飛
。
混
賓
主
於

浮
蟻
。
清
談
振
発
。
忘
貴
賤
於
窓
雞
。
歌
台
落
塵
。
郢
曲
与
巴
音
雑

響
。
咲
林
開
靨
。
珠
暉
其
霞
影
相
依
。
于
時
露
凝
旻
序
。
風
転
商

郊
。
寒
蝉
唱
而
柳
葉
飄
。
霜
雁
度
而
蘆
花
落
。
小
山
丹
桂
。
流
彩
別

愁
之
篇
。
長
坂
紫
蘭
。
散
馥
同
心
之
翼
。
日
云
暮
矣
。
月
将
継
焉
。

酔
我
以
五
千
之
文
。
既
舞
踏
於
飽
德
之
地
。
博
我
以
三
百
之
什
。
且

狂
簡
於
叙
志
之
場
。
清
写
西
園
之
遊
。
兼
陳
南
浦
之
送
。
含
毫
振

藻
。
式
贊
高
風
。
云
々
。

白
露
縣
珠
日
。
黄
葉
散
風
朝
。
対
揖
三
朝
使
。
言
尽
九
秋
韶
。

牙
水
含
調
激
。
虞
葵
落
扇
飄
。
已
謝
霊
台
下
。
徒
欲
報
瓊
瑤
。

　
『
続
日
本
紀
』
が
記
載
し
た
山
田
史
三
方
の
履
歴
と
照
合
す
れ
ば
、
恐

ら
く
こ
れ
ら
の
漢
詩
は
和
銅
三
（
七
一
〇
）
年
～
養
老
四
（
七
二
〇
）
年

に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
方
が
周
防
国
守
の
任
を
経
て
、
大
学
寮

の
長
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
間
に
な
る
。
特
に
、
〇
五
二
番
詩
に
お
い
て
、
三

方
は
ま
ず
日
本
の
立
場
、
つ
ま
り
主
人
で
あ
る
長
屋
王
の
立
場
に
替
わ
り

新
羅
使
を
「
三
朝
使
」
と
呼
び
、
ま
た
双
方
の
交
流
は
礼
に
基
づ
く
「
対

揖
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
更
に
そ
の
交
流
は
詩
楽
、
つ
ま
り
「
九
秋
韶
」

に
あ
る
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
詩
の
末
尾
に
お
い
て
突
然
立
場
を
変

え
、
新
羅
留
学
経
験
の
あ
る
移
民
氏
族
詩
人
と
し
て
新
羅
使
の
立
場
に
替

わ
っ
て
、「
已
謝
霊
台
下
。
徒
欲
報
瓊
瑤
」
と
詠
み
、
使
人
た
ち
の
気
持

ち
を
伝
え
る（

（2
（

。
一
首
の
詩
に
お
い
て
日
本
と
新
羅
を
代
表
す
る
態
度
は
双

方
へ
の
配
慮
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
移
民
氏
族
の
身
分
と
そ
の
特

殊
な
経
験
な
ら
で
は
の
技
で
あ
る
。

　

万
葉
歌
人
の
刀
利
宣
令
も
、
百
済
出
自
の
移
民
系
氏
族
で
あ
る
。『
万

葉
集
』
で
は
「
土
理
」、「
刀
理
」
と
も
作
る
。
和
銅
四
（
七
一
一
）
年
三

月
ご
ろ
、『
経
国
集
』
に
対
策
文
を
二
篇
残
し
て
い
る
が（

（2
（

、
署
名
は
一
文

字
の
「
刀
」
で
表
し
て
い
る
。
養
老
五
年
（
七
二
一
年
）
正
月
に
は
、
上

述
の
山
田
史
三
方
、
楽
浪
河
内
と
山
上
憶
良
ら
と
と
も
に
東
宮
に
侍
し
て

い
る
。『
万
葉
集
』
に
は
雑
歌
二
首
残
し
て
い
る
。

　
　

土
理
宣
令
の
歌
一
首

み
吉
野
の　

滝
の
白
波　

知
ら
ね
ど
も　

語
り
し
継
げ
ば　

古
思
ほ

ゆ
（
三
・
一
三
）

　
　

刀
理
宣
令
の
歌
一
首

も
の
の
ふ
の　

磐
瀬
の
社
の　

ほ
と
と
ぎ
す　

今
も
鳴
か
ぬ
か　

山
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の
常
蔭
に
（
八
・
一
四
七
〇
）

　
『
懐
風
藻
』
で
は
、
刀
利
宣
令
は
正
六
位
上
・
伊
予
掾
と
あ
る
。「
秋
日

於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
と
「
賀
五
八
年
」
の
二
首
の
漢
詩
を
残
し
て
い

る
。　

　

正
六
位
上
刀
利
宣
令
二
首
〈
年
五
十
九
〉

〇
六
三　

五
言
。
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
。
一
首
。〈
賦
得
稀
字
〉

玉
燭
調
秋
序
。
金
風
扇
月
幃
。
新
知
未
幾
日
。
送
別
何
依
依
。

山
際
愁
雲
断
。
人
前
樂
緒
稀
。
相
顧
鳴
鹿
爵
。
相
送
使
人
帰
。

〇
六
四　

五
言
。
賀
五
八
年
。

縦
賞
青
春
日
。
相
期
白
髪
年
。
清
生
百
萬
聖
。
岳
出
半
千
賢
。

下
宴
当
時
宅
。
披
雲
樂
広
天
。
茲
時
盡
清
素
。
何
用
子
雲
玄
。

　

〇
六
三
番
詩
に
は
、
刀
利
宣
令
が
長
屋
王
主
催
の
新
羅
使
餞
宴
と
い
う

国
際
的
詩
宴
の
舞
台
に
お
い
て
、
送
別
の
「
離
愁
」
と
い
う
個
人
的
な
感

情
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
ヤ
マ
ト
ウ
タ
の
影
響
を

受
け
て
、
漢
詩
に
転
用
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

〇
六
四
番
詩
に
は
、
長
屋
王
の
四
十
歳
を
祝
う
為
、
楊
雄
の
『
太
玄
経
』

の
典
故
を
引
用
し
、
自
分
自
身
の
「
清
素
」
を
表
明
し
て
い
る
。
移
民
氏

族
詩
人
が
自
分
自
身
の
「
清
」
を
詠
む
こ
と
が
道
教
思
想
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
常
に
政
治
の
潔
白
を
表
明
す
る
こ
と
で

も
あ
り
、
在
来
氏
族
の
「
濁
」、
つ
ま
り
背
奈
公
行
文
の
言
う
「
佞
人
」

と
対
照
さ
せ
る
狙
い
も
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
吉
田
連
宜
で
あ
る
。
そ
の
本
姓
は
「
吉
」
で
あ
り
、
百
済
系

の
移
民
氏
族
で
あ
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
吉
田
連
条
の
記
載
に

よ
れ
ば
、
崇
神
天
皇
の
時
、
任
那
は
自
分
の
所
有
し
て
い
る
土
地
も
民
も

豊
か
な
三
己
汶
地
が
、
新
羅
と
抗
争
し
た
た
め
治
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
土
地
を
倭
国
に
献
上
し
、
倭
国
の
将
軍
に
治
め

て
欲
し
い
と
願
い
出
た
。
そ
れ
で
、
天
皇
が
群
臣
会
議
を
開
き
、「
力
過

衆
人
、
性
亦
勇
悍
」
の
塩
乗
津
彦
命
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。
当
地
で

は
長
官
を
意
味
す
る
「
宰
」
を
「
吉
」
と
称
す
る
習
慣
が
あ
る
た
め
、
そ

れ
が
塩
乗
津
彦
命
の
後
裔
の
姓
と
な
っ
た
と
い
う
。『
続
日
本
後
紀
』
承

和
四
（
八
三
七
）
年
六
月
己
未
条
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
塩
乗
津
彦
命
の
第

八
代
子
孫
の
達
率
尚
大
吉
と
そ
の
弟
の
少
尚
ら
が
旧
国
を
思
う
心
が
あ

り
、
帰
国
し
て
か
ら
医
術
を
「
世
伝
」
し
、
尚
且
つ
「
文
芸
」
に
も
通
じ

て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
石
上
神
宮
略
抄
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
田

村
庄
司
吉
田
連
系
譜
』
に
よ
れ
ば
、
塩
乗
津
彦
命
の
第
二
十
一
代
の
子
孫

が
山
辺
郡
田
村
里
の
川
辺
に
住
む
吉
宜
、
つ
ま
り
吉
田
連
宜
で
あ
る
と
い
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う（
（2
（

。

　

吉
田
連
宜
は
も
と
も
と
僧
侶
で
あ
り
、
名
は
「
恵
俊
」
で
あ
っ
た
。
文

武
天
皇
四
（
七
〇
〇
）
年
、
朝
廷
が
そ
の
才
能
を
重
ん
じ
て
、
勅
に
よ
っ

て
還
俗
さ
せ
、「
宜
」
と
い
う
名
を
与
え
、
務
広
肆
と
い
う
官
位
ま
で
授

け
た
。
元
明
天
皇
和
銅
七
（
七
一
四
）
年
正
月
、
正
六
位
下
の
吉
宜
が
従

五
位
下
に
栄
昇
し
、
養
老
五
（
七
二
一
）
年
正
月
に
は
、
従
五
位
上
に

な
っ
た
吉
宜
が
背
奈
公
行
文
、
調
忌
寸
古
麻
呂
、
山
田
史
御
方
ら
と
と
も

に
、
医
術
の
代
表
者
と
し
て
賞
賜
を
受
け
て
い
る
。
神
亀
元
（
七
二
四
）

年
五
月
、
聖
武
天
皇
に
よ
る
移
民
氏
族
に
対
す
る
大
規
模
の
賜
姓
に
お
い

て
、
同
族
の
吉
智
首
と
と
も
に
「
吉
田
連
」
の
姓
を
得
た
。『
藤
氏
家

伝
』
に
よ
れ
ば
、
神
亀
六
（
七
二
九
）
年
ご
ろ
、
吉
田
連
宜
は
「
方
士
」

の
首
位
に
列
し
て
い
る（

（2
（

。
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
正
月
、「
陰
陽
、
医
術

及
び
七
曜
、
頒
暦
」
な
ど
が
「
国
家
要
道
」
で
あ
り
、「
廃
闕
」
し
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、「
諸
博
士
」
は
年
を
取
っ
た
た
め
、
今
の
う
ち

に
伝
授
し
な
い
と
、「
絶
業
」
を
致
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
吉
田
連
宜

ら
七
人
に
各
々
弟
子
を
と
ら
せ
、
学
習
さ
せ
る
と
い
う
勅
が
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
吉
田
連
宜
は
医
術
の
師
と
な
り
、
三
名
の
学
生
を
教
授

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
『
万
葉
集
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
年
）
四
月
、
山

上
憶
良
が
そ
の
年
の
正
月
に
大
宰
府
の
帥
で
あ
る
大
伴
旅
人
の
宅
で
行
わ

れ
た
梅
花
宴
の
歌
群
、
及
び
憶
良
が
松
浦
潟
の
娘
子
に
贈
答
し
た
歌
を
書

簡
に
付
し
て
、
都
に
い
る
吉
田
連
宜
の
も
と
へ
送
っ
た
。
七
月
、
そ
れ
に

対
す
る
返
信
が
あ
っ
た
。
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

宜
啓
。
伏
奉
四
月
六
日
賜
書
。
跪
開
封
函
、
拜
読
芳
藻
、
心
神
開

朗
、
以
懐
泰
初
之
月
、
鄙
懐
除
袪
、
若
披
樂
広
之
天
。
至
若
羈
旅
辺

城
、
懐
古
旧
而
傷
志
、
年
矢
不
停
、
憶
平
生
而
落
涙
、
但
達
人
安

排
、
君
子
無
悶
。
伏
冀
、
朝
宜
懐
翟
之
化
、
暮
存
放
亀
之
術
、
架
張

趙
於
百
代
、
追
松
喬
於
千
齡
耳
。
兼
奉
垂
示
、
梅
苑
芳
席
、
群
英
摛

藻
、
松
浦
玉
潭
、
仙
媛
贈
答
、
類
杏
壇
各
言
之
作
、
疑
衡
皐
税
駕
之

篇
。
耽
読
吟
諷
、
戚
謝
歓
怡
。
宜
恋
主
之
誠
、
誠
逾
犬
馬
、
仰
徳
之

心
、
心
同
葵
藿
。
而
碧
海
分
地
、
白
雲
隔
天
。
徒
積
傾
延
、
何
慰
労

緒
。
孟
秋
膺
節
、  

伏
願
万
祐
日
新
、
今
因
相
撲
部
領
使
、
謹
付
片

紙
。
宜
謹
啓
、
不
次
。

　
　

諸
人
の
梅
花
の
歌
に
和
へ
奉
る
一
首

後
れ
居
て　

長
恋
せ
ず
は　

御
園
生
の　

梅
の
花
に
も　

な
ら
ま
し

も
の
を�

（
五
・
八
六
四
）

　
　

松
浦
の
仙
媛
の
歌
に
和
ふ
る
一
首

君
を
待
つ　

松
浦
の
浦
の　

娘
子
ら
は　

常
世
の
国
の　

海
人
娘
子

か
も�

（
五
・
八
六
五
）
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君
を
思
ふ
こ
と
未
だ
尽
き
ず
、
重
ね
て
題
す
二
首

は
ろ
は
ろ
に　

思
ほ
ゆ
る
か
も　

白
雲
の　

千
重
に
隔
て
る　

筑
紫

の
国
は�

（
五
・
八
六
六
）

君
が
行
き　

日
長
く
な
り
ぬ　

奈
良
道
な
る　

山
斎
の
木
立
も　

神

さ
び
に
け
り�

（
五
・
八
六
七
）

　
　

天
平
二
年
七
月
十
日

　

こ
こ
か
ら
、
吉
田
連
宜
の
漢
文
と
ヤ
マ
ト
ウ
タ
の
力
量
の
一
端
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

天
平
五
（
七
三
三
）
年
十
二
月
、
吉
田
連
宜
が
図
書
頭
に
任
じ
ら
れ
、

四
年
後
の
天
平
九
（
七
三
七
）
年
九
月
に
は
、
正
五
位
下
に
な
っ
た
。
一

年
後
、
天
平
十
（
七
三
八
）
年
閏
七
月
に
、
典
薬
頭
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
年
）
十
一
月
乙
卯
条

に
よ
れ
ば
、
従
四
位
下
治
部
大
輔
興
世
朝
臣
書
主
の
薨
伝
に
よ
れ
ば
、
そ

の
本
姓
・
吉
田
連
の
出
自
は
百
済
で
あ
り
、
父
は
内
薬
正
正
五
位
下
の
古

麻
呂
で
、
そ
の
祖
父
が
正
五
位
上
の
図
書
頭
兼
相
模
介
の
吉
田
連
宜
で
あ

る
と
あ
る
。
父
と
祖
父
は
「
侍
医
」
で
あ
り
、
天
皇
に
「
累
代
供
奉
」
し

て
き
た
。
ま
た
、
吉
田
連
宜
が
「
兼
長
儒
道
、
門
徒
有
録
」
で
あ
る
と
い

う（
（2
（

。

　
『
懐
風
藻
』
に
は
、
吉
田
連
宜
は
正
五
位
下
、
図
書
頭
と
あ
り
、
五
言

律
詩
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」、「
従
駕
吉
野
宮
」
の
二
首
の
漢
詩
を

残
し
て
い
る
。

　
　

正
五
位
下
図
書
頭
吉
田
連
宜
二
首　
〈
年
七
十
〉

〇
七
九　

五
言
。
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
。〈
賦
得
秋
字
〉

西
使
言
皈
日
。
南
登
餞
送
秋
。
人
隨
蜀
星
遠
。
驂
帯
断
雲
浮
。

一
去
殊
郷
国
。
万
里
絶
風
牛
。
未
尽
新
知
趣
。
還
作
飛
乖
愁
。

〇
八
〇　

五
言
。
從
駕
吉
野
宮
。

神
居
深
亦
靜
。
勝
地
寂
復
幽
。
雲
巻
三
舟
谷
。
霞
階
八
石
洲
。

葉
黄
初
送
夏
。
桂
白
早
迎
秋
。
今
日
夢
淵
淵
。
遺
響
千
年
流
。

　

上
記
二
首
漢
詩
と
和
歌
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
吉
田
連
宜
は
医
学
に
明

る
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
文
章
、
漢
詩
、
和
歌
の
何
れ
に
も
優
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
そ
の
人
生
の
豊
富
な
経
歴
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

新
羅
客
接
待
の
場
に
お
い
て
、
宴
会
の
政
治
性
と
礼
儀
性
を
重
視
し
て
作

ら
れ
た
の
が
〇
八
〇
番
詩
で
あ
り
、
〇
八
一
番
詩
の
「
夢
淵
淵
」
と
い
う

神
仙
思
想
は
、
彼
の
交
流
の
あ
っ
た
大
伴
旅
人
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
と
に
か
く
、
吉
田
連
宜
は
和
と
漢
の
二
つ
の
世
界

に
精
通
す
る
古
代
大
陸
移
民
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
ウ
タ
と
漢
詩
、
漢
文
の
壁
を
自
由

に
行
き
来
す
る
移
民
氏
族
歌
人
が
『
万
葉
集
』
と
『
懐
風
藻
』
に
お
い
て

そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
国
や
氏
族
な
ど
の
隔
た
り

は
な
く
、
ヤ
マ
ト
ウ
タ
と
漢
詩
文
と
い
う
二
つ
の
古
代
東
ア
ジ
ア
の
文
学

ジ
ャ
ン
ル
を
活
用
し
、
交
流
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
権
力
の
「
輪
」
を
行
き
来
す
る
人
た
ち

　

古
代
日
本
で
は
、
文
学
の
問
題
は
即
ち
、
政
治
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ

は
移
民
氏
族
歌
人
に
と
っ
て
、
文
学
は
と
り
わ
け
特
殊
か
つ
重
要
な
道
具

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
万
葉
集
』
に
は
、
在
来
氏
族
の
間

を
遊
走
し
つ
つ
、
様
々
な
形
で
在
来
氏
族
集
団
と
関
わ
り
を
持
つ
移
民
氏

族
歌
人
は
少
な
く
な
い（

（2
（

。
し
か
し
、
王
権
を
不
自
由
な
く
操
れ
る
移
民
氏

族
歌
人
は
や
は
り
少
な
く
、
特
殊
で
あ
る
。
そ
の
代
表
者
が
葛
井
連
広
成

と
馬
史
国
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
『
万
葉
集
』
の
中
の
「
古
歌
」
を
巧
み
に

駆
使
し
、
皇
権
を
取
り
込
む
。
い
わ
ば
、
文
学
的
な
道
具
を
使
用
し
、
政

治
的
な
目
的
を
達
成
し
た（

（3
（

。

　

葛
井
連
広
成
は
、
古
歌
創
作
の
文
学
的
風
潮
を
政
治
的
な
も
の
に
変
え

る
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
葛
井
連
は
元
々
「
白
猪
史
」
と
称
し
、『
日

本
書
紀
』
欽
明
天
皇
三
十
年
春
正
月
条
に
よ
れ
ば
、
天
皇
に
派
遣
さ
れ
、

白
猪
田
部
の
丁
籍
を
検
校
し
た
百
済
の
移
民
・
王
辰
尓
の
甥
で
あ
る
胆
津

が
そ
の
祖
先
で
あ
る
と
い
う
。
養
老
三
（
七
一
九
）
年
、
ま
だ
白
猪
史
の

旧
姓
を
称
し
て
い
た
大
外
記
従
六
位
下
の
広
成
が
遣
新
羅
使
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
た
め
か
、
翌
年
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
五

月
、「
葛
井
連
」
の
姓
を
与
え
ら
れ
た
。
天
平
三
（
七
三
一
）
年
に
は
外

従
五
位
下
、
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
三
月
に
は
新
羅
使
来
朝
の
際
、

「
検
校
供
客
之
事
」
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
広
成
は
備
後
国
の
守
に
任

ぜ
ら
れ
、
官
位
も
天
平
二
十
（
七
四
八
）
年
に
は
従
五
位
下
か
ら
の
従
五

位
上
に
昇
進
し
た
。
同
年
八
月
、
聖
武
天
皇
が
「
車
駕
幸
散
位
從
五
位
上

葛
井
連
広
成
之
宅
」、「
延
群
臣
宴
飮
、
日
暮
留
宿
」
し
て
お
り
、
そ
の
翌

日
に
広
成
と
そ
の
妻
に
正
五
位
上
の
官
位
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
天
平

勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
に
は
、
孝
謙
天
皇
か
ら
少
輔
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。

　

葛
井
連
広
成
は
輝
か
し
い
政
治
業
績
の
み
な
ら
ず
、
文
才
も
並
々
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
だ
白
猪
史
の
旧
姓
を
持
つ
時
代
に
、
彼
は
既
に
天

平
三
（
七
三
二
）
年
五
月
八
日
付
で
対
策
文
三
篇
を
作
り
、『
経
国
集
』

に
残
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
こ
に
は
、
既
に
「
葛
井
連
」
と
改
姓
し
た
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
署
名
は
「
白
広
成
」
の
旧
姓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
成
は
中
宮
少
輔
在
任
中
に
、『
懐
風
藻
』
に
も
漢
詩
二
首
残
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し
て
い
る
。

　
　
　
　

正
五
位
下
中
宮
少
輔
葛
井
連
広
成
二
首

一
一
六　

五
言
。
奉
和
藤
太
政
佳
野
之
作
。
一
首
。〈
仍
用
前
韻
四

字
〉

　
　

物
外
囂
塵
遠
。
山
中
幽
隠
親
。
笛
浦
棲
丹
鳳
。
琴
淵
躍
錦
鱗
。

　
　

月
後
楓
声
落
。
風
前
松
響
陳
。
開
仁
対
山
路
。
猟
智
賞
河
津
。

　
　

一
一
七　

月
夜
坐
河
浜
。
一
絶
。

　
　

雲
飛
低
玉
柯
。
月
上
動
金
波
。
落
照
曹
王
苑
。
流
光
識
女
河
。

　

広
成
の
一
一
六
番
詩
は
、
不
比
等
の
詩
に
応
え
る
形
で
、「
遊
吉
野
」

を
題
材
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
両
者
の
文
学
及
び
政
治
に
お
け
る
交
流
を
表

し
て
い
る
。
特
に
雄
略
天
皇
時
代
の
「
獵
智
賞
河
津
」
を
用
い
て（

（3
（

、
そ
の

一
族
の
歴
史
の
古
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
一
一
七
番
詩
は
「
曹
王
苑
」、
つ
ま
り
曹
植
の
文
苑
に

触
れ
て
い
る
が
、
広
成
自
身
も
諸
臣
皇
子
た
ち
を
自
宅
に
招
き
、
宴
を
催

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
し
く
後
述
し
た
い
。
従
っ

て
、
広
成
は
『
藤
氏
家
伝
・
武
智
麻
呂
伝
』
に
お
い
て
、
前
述
の
山
田
史

三
方
ら
と
と
も
に
、「
文
雅
の
人
」
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
に
も

頷
け
る（

（3
（

。

　

葛
井
連
広
成
は
漢
詩
・
漢
文
が
得
意
だ
け
で
な
く
、
和
歌
に
も
精
通
し

て
い
た
。『
万
葉
集
』
巻
六
に
よ
れ
ば
、
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
、
大
宰

府
帥
の
大
伴
旅
人
が
勅
使
の
大
伴
宿
禰
道
足
を
饗
宴
し
た
と
い
う
。
宴
も

酣
の
時
で
あ
ろ
う
か
、
皆
が
突
然
に
駅
使
で
あ
る
葛
井
連
広
成
に
作
歌
を

求
め
た
。
こ
の
移
民
氏
族
歌
人
は
慌
て
る
こ
と
な
く
、
突
然
の
作
歌
を
求

め
ら
れ
て
困
惑
し
た
気
持
ち
を
、
す
か
さ
ず
歌
に
読
み
込
ん
で
返
し
た
。

恐
ら
く
満
堂
の
喝
采
を
博
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
平
二
年
庚
午
、
勅
し
て
擢
駿
馬
使
大
伴
道
足
宿
禰
を
遣
は
す

時
の
歌
一
首

奥
山
の　

岩
に
苔
生
し　

恐
く
も　

問
ひ
た
ま
ふ
か
も　

思
ひ
あ
へ

な
く
に
（
六
・
九
六
二
）

右
、
勅
使
大
伴
道
足
宿
禰
に
帥
の
家
に
饗
す
。
こ
の
日
に
、
会

ひ
集
ふ
衆
諸
、
駅
使
葛
井
連
広
成
を
相
誘
ひ
て
、
歌
詞
を
作
る

べ
し
、
と
言
ふ
。
登
時
広
成
声
に
応
へ
て
、
即
ち
こ
の
歌
を
吟

ふ
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
広
成
の
作
歌
は
巻
七
・
一
三
三
四
番
歌
と
殆

ど
変
わ
り
が
な
く
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、 

葛
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井
連
広
成
は
普
段
よ
り
古
歌
を
よ
く
学
習
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
難
」

か
ら
逃
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
才
能
と
努
力
に
よ
っ
て
、 

葛
井
連
広
成
は
徐
々

に
古
歌
風
潮
で
頭
角
を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
。『
万
葉
集
』
巻
六
・
一
〇

一
一
番
歌
の
題
詞
に
よ
れ
ば
、
天
平
八
（
七
三
六
）
年
十
二
月
、 

葛
井
連

広
成
の
邸
宅
で
盛
大
な
古
歌
の
宴
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。
正
し
く
「
曹
王

苑
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

冬
十
二
月
十
二
日
に
、
歌
儛
所
の
諸
の
王
・
臣
子
等
、
葛
井
連

広
成
の
家
に
集
ひ
て
宴
す
る
歌
二
首

比
来
、
古
儛
盛
り
に
興
り
、
古
歳
漸
に
晩
れ
ぬ
。
理
に
、
共
に
古
情

を
尽
く
し
、
同
じ
く
古
歌
を
唱
ふ
べ
し
。
故
に
、
こ
の
趣
に
擬
し

て
、
輙
ち
古
曲
二
節
を
献
る
。
風
流
意
気
の
士
、
儻
に
こ
の
集
へ
る

が
中
に
あ
ら
ば
、
争
ひ
て
念
を
発
し
、
心
々
に
古
体
に
和
せ
よ
。

我
が
や
ど
の　

梅
咲
き
た
り
と　

告
げ
遣
ら
ば　

来
と
言
ふ
に
似
た

り　

散
り
ぬ
と
も
よ
し�

（
六
・
一
〇
一
一
）

春
さ
れ
ば　

を
を
り
に
を
を
り　

う
ぐ
ひ
す
の　

鳴
く
我
が
山
斎
そ　

止
ま
ず
通
は
せ�

（
六
・
一
〇
一
二
）

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
歌
儛
所
之
諸
王
臣
子
」
が
一
堂
に
会
し
、「
共
尽
古

情
、
同
唱
古
歌
」
し
て
、
隆
盛
な
場
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
に
難
く
な

い
。
こ
こ
で
い
う
「
歌
儛
所
」
は
「
難
波
曲
」
な
ど
の
古
代
歌
舞
を
教
授

す
る
国
家
常
設
機
関
で
あ
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
国
家
機
関
の
貴
族
官
人
た
ち
が

広
成
の
館
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
広
成
の
権
威
地
位
を
示
し
た
も
の
で

も
あ
ろ
う
。
当
時
の
文
学
・
政
治
分
野
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
「
諸
王
臣

子
」
た
ち
が
出
席
し
た
こ
の
宴
会
は
、
客
観
的
に
葛
井
連
広
成
と
日
本
支

配
者
上
層
部
の
人
々
と
の
接
触
を
強
化
し
、「
文
を
以
っ
て
友
を
作
る
」

こ
と
で
一
定
の
政
治
的
な
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
れ
ま
で
に
単
純
な
文
学
的
風
潮
が
こ
れ
を
機
に
一
転
し
て
、
政
治

と
絡
ん
で
ゆ
く
。
古
歌
運
動
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
十
年
近
く
の
営
み
を
経
て
、
古
歌
活
用
に
よ
る
作
歌
と
い
う

文
学
的
新
風
は
よ
り
一
層
に
移
民
氏
族
歌
人
に
根
付
い
て
き
た
と
と
も

に
、 

葛
井
連
広
成
も
徐
々
に
古
歌
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
聖
武
天
皇
ま
で
も
彼
の
素
晴
ら
し
い
能
力
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。『
続
日
本
紀
』
聖
武
天
皇
天
平
二
十
（
七
四
八
）
年
八
月
己
未

条
に
よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
は 

葛
井
連
広
成
の
邸
宅
で
宴
会
を
催
し
た
だ

け
で
な
く
、
一
泊
し
て
か
ら
、
広
成
と
そ
の
妻
に
官
位
を
与
え
た
こ
と
は

既
に
前
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
聖
武
天
皇
は
広
成
の
こ
と

を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
は
こ
の
成
功
の
裏
に
は
葛
井
連
広
成
の
巧
妙
な
政
治
的
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策
略
が
あ
っ
た
。
聖
武
天
皇
が
ま
だ
皇
太
子
の
時
に
、
彼
の
歌
に
は
既
に

復
古
へ
の
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巻
四
・
五
三
〇
番
歌
は
そ

れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
ま
だ
皇
太
子
の
聖
武
天
皇
が
海
上
女
王
に

贈
っ
た
歌
の 
左
注
に
は
、「
擬
古
之
作
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
武

天
皇
も
「
古
歌
」
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。

天
皇
、
海
上
女
王
に
賜
ふ
御
歌
一
首　
　

寧
樂
宮
に
即
位
し
た

ま
ふ
天
皇
な
り

赤
駒
の　

越
ゆ
る
馬
柵
の　

標
結
ひ
し　

妹
が
心
は　

疑
ひ
も
な
し

�

（
四
・
五
三
〇
）

右
、
今
案
ふ
る
に
、
こ
の
歌
は
擬
古
の
作
な
り
。
た
だ
し
、
時

の
当
れ
る
を
以
て
、
即
ち
こ
の
歌
を
賜
ふ
か
。

　

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
葛
井
連
広
成
は
聖
武
天
皇
の
作
歌
の
特
色
を

知
っ
て
、
計
画
的
に
古
歌
運
動
を
推
進
し
、
古
歌
を
利
用
し
て
聖
武
天
皇

に
接
近
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
策
略
が
奏
功
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
聖
武
天
皇

の
懐
古
思
想
と
の
共
鳴
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
は
何
度
も
吉
野
へ
行
幸
し
て

い
る
が
、『
万
葉
集
』
に
も
そ
の
時
に
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
歌
（
六
・
九

二
〇
～
九
二
二
）
が
残
っ
て
い
る
。
古
き
よ
き
時
代
へ
憧
れ
て
、
聖
武
天

皇
は
吉
野
行
幸
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
気
持
ち
が
彼
の
作
風

に
も
反
映
し
、
上
述
の
「
擬
古
之
作
」
が
生
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
軽
視
で
き
な
い
要
素
が
あ
る
。
そ

れ
は
当
時
の
政
局
の
動
向
で
あ
る
。
即
位
し
て
以
来
、
何
度
も
遷
都
を
繰

り
返
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
聖
武
天
皇
は
日
本
在
来
氏
族
の

旧
勢
力
の
束
縛
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
常
に
模
索
し
て
い
た（

（3
（

。
ま
た
、
ち
ょ

う
ど
こ
れ
も
葛
井
連
広
成
を
は
じ
め
と
す
る
大
陸
移
民
氏
族
の
衰
退
が
日

増
し
に
深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
時
期
と
重
な
っ
た
。
そ
の
主
要
な
原

因
は
、
両
方
と
も
日
本
在
来
氏
族
勢
力
の
急
速
な
膨
張
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
武
天
皇
と
葛
井
連
広
成
を
は
じ
め
、
移
民
氏

族
は
在
来
氏
族
の
旧
勢
力
の
拡
張
を
拘
束
し
、
自
ら
の
政
治
的
生
存
空
間

を
確
保
す
る
問
題
で
、
暗
黙
に
政
治
的
な
合
意
が
達
成
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
両
者
は
い
と
も
簡
単
に
意
見
が
一
致
し
、
古
歌

運
動
と
い
う
「
文
学
的
政
治
運
動
」
を
利
用
し
、
各
々
の
政
治
的
目
的
を

実
現
す
べ
く
、
利
用
し
あ
う
よ
う
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、 

葛
井
連
広
成
の
こ
の
戦
略
は
馬
史
国
人
ら
の
移
民
氏
族
歌
人

に
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
も
古
歌
風
潮
を
政
治
目
的
に
利
用
す
る
こ

と
が
、
あ
る
程
度
一
部
の
大
陸
移
民
の
総
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
馬
史
一
族
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
文
忌
寸
最
弟
と
武
生
連
真
象

（
旧
姓
：
馬
史
）
ら
が
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
年
に
改
姓
を
求
め
る
上
表
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の
内
容
に
よ
れ
ば
、
そ
の
遠
祖
は
「
漢
高
帝
の
後
」
の
「
鸞
」
で
あ
り
、

そ
の
後
裔
の
「
王
狗
」
が
百
済
に
至
っ
た
。
百
済
久
素
王
の
時
に
、
大
和

朝
廷
が
文
人
を
募
集
し
て
い
る
為
、
久
素
王
に
よ
っ
て
王
狗
の
孫
に
あ
た

る
「
王
仁
」
が
貢
が
れ
、
そ
れ
が
文
、
武
生
両
氏
族
の
祖
先
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
ほ
ぼ
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
於
け

る
王
仁
渡
来
（『
古
事
記
』
で
は
、
和
迩
吉
師
と
い
う
）
の
記
事
に
符
合

し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
馬
史
を
古
代
中
国
か
ら
百
済
を
経
て
日
本
に
行
っ

た
大
陸
移
民
氏
族
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
『
万
葉
集
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）

年
、
移
民
氏
族
歌
人
の
馬
史
国
人
が
人
世
の
中
で
、
最
も
重
要
な
客
人
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
月
二
十
四
日
、
聖
武
太
上
天
皇
、
孝
謙
天
皇

と
光
明
皇
太
后
ら
一
行
が
河
内
国
の
離
宮
を
行
幸
し
、「
経
信
」（
二
泊
）

し
た
後
、
壬
子
（
二
月
二
十
八
日
）
に
難
波
宮
に
い
っ
た
ん
戻
り
、
三
月

七
日
に
馬
史
国
人
の
館
へ
移
っ
た
の
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
の
関
係
記

事
と
照
合
す
れ
ば
、
そ
の
前
、
聖
武
太
上
天
皇
一
行
が
三
月
一
日
に
堀
江

へ
行
き
、
次
の
日
に
河
内
と
攝
津
両
国
の
田
租
を
免
除
す
る
詔
書
も
出
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
馬
史
国
人
の
邸
宅
か
ら
離
れ
た
後
の

三
月
十
四
日
に
、
聖
武
太
上
天
皇
が
「
聖
体
不
豫
」
と
な
り
、
孝
謙
天
皇

が
勅
を
発
し
天
下
に
大
赦
し
た
。
四
月
十
五
日
、
一
行
は
「
渋
河
路
」
を

取
り
、「
智
識
寺
行
宮
」
に
戻
り
、
十
七
日
に
は
平
城
京
に
帰
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
翌
五
月
二
日
に
、
聖
武
太
上
天
皇
が
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
る
。

　

聖
武
太
上
天
皇
一
行
の
世
話
を
し
た
こ
と
は
、
馬
史
国
人
の
人
生
に
大

き
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
そ
も
そ
も
馬
史
国
人
の
初
見
は
正
倉
院
文
書

に
よ
れ
ば
、
天
平
十
（
七
三
八
）
年
で
、
東
史
生
の
少
初
位
下
で
あ
っ

た
。
官
位
も
地
位
も
低
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
天
平
勝
宝
八
年

当
時
の
彼
も
「
散
位
寮
散
位
」
に
過
ぎ
ず
、
下
位
官
人
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
聖
武
太
上
天
皇
一
行
を
接
し
、「
古
新
未
詳
」
の
歌
を
詠

ん
で
か
ら
は
、
彼
の
政
治
生
涯
に
劇
的
な
変
化
が
起
き
、
と
ん
と
ん
拍
子

で
出
世
し
て
い
っ
た
。
天
平
宝
字
八
（
七
六
四
）
年
、
馬
史
国
人
が
藤
原

仲
麻
呂
の
乱
で
手
柄
を
立
て
た
か
、
従
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
進

し
た（

（3
（

。
孝
謙
太
上
天
皇
が
重
祚
し
、
称
徳
天
皇
に
な
っ
て
か
ら
も
、
恩
賞

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
天
平
神
護
元
（
七
六
五
）
年
十
二
月
に

は
、
馬
史
国
人
（『
続
日
本
紀
』
に
は
「
馬
毗
登
国
人
」
と
記
す
）
を
は

じ
め
、
馬
史
一
族
が
栄
華
を
極
め
、
武
生
姓
を
賜
っ
た
こ
と
に
な
る
。
馬

史
国
人
の
身
に
起
き
た
変
化
の
発
端
を
天
平
勝
宝
八
年
三
月
七
日
の
記
事

に
求
め
て
も
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
伎
人
の
馬
史
国
人
は
、
作
歌

に
よ
っ
て
老
年
の
聖
武
太
上
天
皇
の
ご
機
嫌
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
生
半

可
な
古
歌
し
か
詠
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
歌
は
と
も
あ
れ
、
結
果
的
に

思
惑
通
り
に
彼
を
出
世
コ
ー
ス
へ
導
い
て
く
れ
た
。
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し
か
し
、
こ
の
古
歌
運
動
も
時
代
と
と
も
に
、
い
つ
か
は
去
り
し
歴
史

に
な
る
日
が
必
ず
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
年
三
月

の
歌
垣
大
会
の
こ
と
で
あ
る
。
馬
史
（
武
生
連
）
も
含
む
王
仁
の
後
裔
に

あ
た
る
大
陸
移
民
六
氏
族（

（3
（

「
男
女
二
百
卅
人
」
が
「
著
青
摺
細
布
衣
、
垂

紅
長
紉
、
男
女
相
併
、
分
行
徐
進
」
し
て
、
歌
を
奉
っ
た
と
い
う
。
注
意

す
べ
き
は
、『
続
日
本
紀
』
が
こ
の
歌
垣
大
会
つ
い
て
、
そ
の
う
ち
の
二

首
を
記
録
し
た
う
え
、「
毎
歌
曲
折
、
挙
袂
為
節
」
と
評
し
た
が
、「
其
余

四
首
」
に
つ
い
て
は
、「
併
是
古
詩
」
で
あ
っ
た
為
、「
不
復
煩
載
」
こ
と

に
し
た
。
聖
武
天
皇
の
時
代
と
共
に
、
古
歌
風
潮
も
息
を
潜
め
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、 

葛
井
連
広
成
が
巧
妙
に
聖
武
天
皇
を
利
用
し
、
古

歌
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
も
、
そ
の
後
の
馬
史
国
人
が
古
新
未
詳
歌
を
詠

ん
だ
こ
と
も
、
そ
し
て
王
仁
の
後
裔
が
古
詩
を
以
っ
て
古
代
皇
権
に
忠
誠

を
誓
っ
た
こ
と
も
、
大
陸
移
民
氏
族
が
使
用
し
た
文
学
ス
タ
イ
ル
は
「
古

歌
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
芸
趣
向
の
問
題
は
と
も
か
く
、
ヤ
マ
ト
ウ
タ

の
古
歌
に
は
彼
ら
移
民
氏
族
の
余
り
に
も
多
く
の
過
去
の
栄
光
と
美
し
い

思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か（

（3
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
は
移

民
氏
族
が
在
来
氏
族
の
利
益
集
団
の
間
を
遊
走
す
る
道
具
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
終
わ
り
に

─「
東
亜
交
往
民
」の
概
念
提
起
に
つ
い
て

　

古
く
か
ら
大
陸
か
ら
直
接
、
も
し
く
は
朝
鮮
半
島
経
由
で
日
本
列
島
へ

と
渡
っ
て
移
住
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
そ
れ
は

即
ち
、
拙
稿
が
「
外
来
氏
族
出
自
」
と
呼
ぶ
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
特
殊
な
集
団
の
こ
と
を
、
日
本
人
学
者
の
間
で
は
、「
帰
化
人
」

や
「
渡
来
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。
帰
化
人
と
は
、『
国
史
大
辞
典
』
に
よ

れ
ば
、「
主
と
し
て
古
代
に
海
外
か
ら
渡
来
し
て
わ
が
国
に
住
み
つ
い
た

者
を
、
そ
の
子
孫
を
含
め
て
い
う
語
」
と
い
う
定
義
を
下
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
「
帰
化
」
と
い
う
語
の
文
献
初
出
は
中
国
の
『
論
衡
・

程
材
篇
』
に
あ
る
「
帰
化
慕
義
」
で
あ
り
、「
義
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に

慕
っ
て
、
帰
化
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る（

（3
（

。
そ
の
後
、「
少
数
民
族
が

中
原
皇
帝
の
徳
化
に
よ
り
、
従
っ
て
く
る
」
と
い
う
意
味
に
発
展
し
て
い

く
。「
帰
化
」
と
い
う
言
葉
と
し
て
、
古
代
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
、
日
本

最
初
の
史
書
『
日
本
書
紀
』
に
好
ん
で
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
日
本
律
令
国
家
の
「
中
華
思
想
」
に
よ
る
産
物
の
証
で
あ

る（
（4
（

。
そ
も
そ
も
、
当
時
の
文
献
に
お
い
て
、「
帰
化
人
」
と
い
う
固
有
名

詞
は
な
か
っ
た
。

　
「
帰
化
人
」
と
い
う
術
語
の
成
立
は
近
代
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
ま

で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
民
族
の
優
越
性
を
強
調
し
、
侵
略
を
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美
化
す
る
た
め
の
道
具
に
過
ぎ
な
く
、
い
わ
ば
「
近
代
皇
国
史
観
に
よ
る

産
物
」
で
あ
り
、「
一
種
の
民
族
差
別
」
で
も
あ
っ
た（

（4
（

。

　

戦
争
へ
の
反
省
思
潮
に
伴
い
、
戦
後
の
学
界
で
は
「
帰
化
人
」
と
い
う

用
語
へ
の
批
判
が
強
ま
り
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
術
語
「
渡
来
人
」
が

多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

「
帰
化
」
の
多
用
に
対
し
、『
古
事
記
』
や
『
風
土
記
』
な
ど
に
お
い
て

は
、「
渡
来
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。「
海
を
渡
っ
て
来
る
」
と

い
う
、
よ
り
客
観
的
な
術
語
で
あ
り
、
本
来
の
表
現
に
近
い
の
で
あ
ろ

う
。
現
在
、
こ
の
「
渡
来
人
」
と
い
う
術
語
が
日
本
の
歴
史
学
と
国
文
学

界
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
国
の
学
界
で
は
状
況
が
異
な
る
。「
帰
化
人
」
と
い
う
術

語
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
民
族
や
文
化
の
優
劣
な
ど
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、
中
国
人
学
者
の
間
で
は
あ
ま
り
人

気
が
な
い
。
ま
た
、「
渡
来
人
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
研

究
者
も
い
る
が
、
中
国
に
し
て
み
れ
ば
、
大
陸
を
離
れ
て
日
本
列
島
へ

渡
っ
て
行
く
人
々
の
こ
と
に
な
る
た
め
、「
渡
来
人
」
で
は
な
く
、
正
確

に
言
え
ば
、「
渡
去
人
」
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
渡
来
人
」
の

概
念
設
定
は
あ
く
ま
で
も
日
本
を
中
心
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
多
く
の
中
国
人
学
者
は
独
自
の
視
点
に
基
づ
き
、「（
日
本
）
古
代
大

陸
移
民
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る（

（4
（

。

　

勿
論
、「
大
陸
」
に
主
眼
を
置
く
以
上
、
定
義
の
問
題
が
き
れ
い
に
解

消
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
中
国
大
陸
を
中
心
と
す
る
定
義
に

つ
い
て
、
韓
国
の
学
者
た
ち
が
異
を
唱
え
る
こ
と
は
必
定
で
あ
ろ
う
。
短

絡
的
に
考
え
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
か
ら
直
接
日
本
列
島
に
渡
っ
て
い
く
人
々

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
日
本
古
代
半
島
移
民
」
と
い
う
提

唱
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

も
は
や
自
国
の
立
場
を
独
善
的
に
固
持
し
て
い
て
は
、
問
題
解
決
に
な

ら
な
い
。
当
時
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
人
的
交
流
の
実
態
を
即
物
的
に

考
察
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
特
殊
集
団
は
利
益
（
交
易
）
や
政
治
権
力
（
外

交
）、
そ
し
て
文
学
文
化
の
た
め
、
国
境
、
文
化
、
権
力
な
ど
様
々
な
次

元
を
超
え
て
東
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
、
往
来
し
、
交
流
す
る
活
動
を
活

発
に
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
全
体
の
動
向
は
、
正

し
く
日
本
古
代
史
研
究
及
び
中
日
比
較
文
学
研
究
の
大
家
で
あ
る
鈴
木
靖

民
や
辰
已
正
明
両
氏（

（4
（

が
長
年
来
に
提
唱
さ
れ
て
き
た
「
東
ア
ジ
ア
観
」
な

く
し
て
は
、
俯
瞰
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
拙
稿
で
は
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
地
域
を
往
来
し
、
交
流

す
る
人
た
ち
の
こ
と
を
「
東
亜
交
往
民
」（
東
ア
ジ
ア
交
往
民
）
と
い
う

新
た
な
概
念
を
提
起
し
た
い
。
そ
れ
も
ま
た
、「
東
ア
ジ
ア
観
」
と
い
う

研
究
視
野
を
『
万
葉
集
』
に
投
影
し
た
場
合
、
自
ら
辿
り
着
い
た
結
果
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
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付
記
１

本
稿
は
筆
者
が
國
學
院
大
學
文
学
部
辰
已
正
明
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
方
々
の
御
厚
意
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
度
國
學
院
大
學
大
学
院
短

期
招
聘
研
究
員
と
し
て
、
講
義
講
演
の
内
容
を
整
理
、
加
筆
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
原
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
辰
已
正
明
教
授
よ
り
多
大

な
御
指
導
賜
っ
た
こ
と
も
こ
こ
に
謹
ん
で
記
し
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
る
。

付
記
２

本
稿
はT

he Fundam
ental Research Funds for the Central 

U
niversities

（
課
題
番
号
：N

K
ZX

B

一
二
四
七
）
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

注（1
）
本
居
宣
長
「
玉
勝
間
」。
吉
川
幸
次
郎
、
佐
竹
昭
広
、
日
野
龍
夫
校
注
『
日
本
思

想
体
系
四
〇　

本
居
宣
長
』。
東
京
：
岩
波
書
店
。
一
九
七
八
年
、
七
〇
頁
。

（
2
）
品
田
悦
一
『
萬
葉
集
の
発
明
―
―
国
民
国
家
と
文
化
装
置
と
し
て
の
古
典
』
東

京
：
新
曜
社
、
一
五
頁
。

（
3
）
中
西
進
「
万
葉
歌
の
誕
生
」『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
東
京
：
桜
楓
社
、

一
九
六
三
年
。

　
　
　
（
小
島
憲
之
「
萬
葉
集
と
中
國
文
學
と
の
交
流
」『
上
代
日
本
文
學
と
中
国
文
學　

中
』
東
京
：
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
等
。

（
4
）
梶
川
信
行
『
万
葉
集
と
新
羅
』
東
京
：
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。

　
　
　
（
梶
川
信
行
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
『
万
葉
集
』
―
―
旅
人
周
辺
の
百
済
系
の
人
々

を
中
心
に
」『
國
語
と
國
文
學
』
東
京
：
明
治
書
院
、
二
〇
〇
九
年
四
月
等
。

（
5
）
参
考
：
梶
川
信
行
「
渡
来
系
人
物
事
典
」『
万
葉
集
と
新
羅
』
東
京
：
翰
林
書
房
、

二
〇
〇
九
年
、
二
五
一
頁
。

（
6
）
伊
藤
博
『
万
葉
集
の
歌
人
と
作
品　

上　

古
代
和
歌
史
研
究
三
』
東
京
：
塙
書

房
、
一
九
七
五
年
、
三
─
四
七
頁
。

（
7
）
中
西
進
「
憶
良
帰
化
人
論
」『
國
學
院
雑
誌
』
七
〇
巻
一
一
号
、
一
九
六
九
年
一

一
月
（
中
西
進
『
中
西
進　

万
葉
論
集　

第
八
巻　

山
上
憶
良
』
東
京
：
講
談

社
、
一
九
九
六
年
）

（
8
）『
万
葉
集
』
は
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
治
之　

校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
六
─
九　

万
葉
集
①
～
④
』
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
～
一
九

九
六
年
に
よ
る
。

（
9
）
石
観
海
訳
・
辰
巳
正
明
著
『
万
葉
集
与
中
国
文
学
』
武
漢
：
武
漢
出
版
社
、
一
九

九
七
年
四
月
、
二
九
一
─
三
七
二
等
。

（
10
）
辰
已
正
明
『
山
上
憶
良　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
〇
〇
二
』
東
京
：
笠
間
書

院
、
二
〇
一
一
年
六
月
、
二
─
三
頁
。
た
だ
し
、
梶
川
信
行
氏
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
歌
に
詠
ま
れ
た
風
物
は
日
本
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
ヤ
マ
ト
ウ

タ
は
列
島
内
で
披
露
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
こ
で
し
か
詠
み
得
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。（
梶
川
信
行
『
万
葉
集
と
新
羅
』
東
京
：
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
九
三

頁
）。

（
11
）『
懐
風
藻
』
は
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
東
京
：
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年

に
よ
る
。

（
12
）『
新
撰
姓
氏
録
』
は
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
二
─
二
〇
〇
一
年
に
よ
る
。

（
13
）
梶
川
信
行
「
万
葉
集
を
読
む
一
一　

歌
が
詠
め
な
か
っ
た
秦
朝
元
―
帰
国
子
女
の

悲
哀
？
―
」『
語
文
』
第
百
三
十
九
輯
、
二
〇
一
一
年
、
四
〇
─
四
八
頁
。

（
14
）
加
藤
謙
吉
『
秦
氏
と
そ
の
民
』
東
京
：
白
水
社
、
一
九
九
八
年
。
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（
15
）
王
勇
「
遣
唐
使
と
混
血
児
」。
王
勇
・
中
西
進
編
『
中
日
文
化
交
流
史
大
系　

人

物
巻
』
浙
江
：
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
八
八
─
二
〇
九
頁
。

（
16
）
梶
川
信
行
『
万
葉
集
と
新
羅
』
前
掲
書
、
二
〇
六
─
二
〇
一
頁
。

（
17
）『
続
日
本
紀
』
は
青
木
和
夫
、
稲
岡
耕
二
、
笹
山
晴
生
、
白
藤
禮
幸
校
注
『
新
日

本
古
典
文
学
大
系　

続
日
本
紀
』
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
─
一
九
九
八
年

に
よ
る
。

（
18
）
沖
森
卓
也
な
ど
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』
東

京
：
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。
三
六
三
頁
。

（
19
）
王
凱
「
日
本
古
代
大
陸
移
民
の
「
文
学
的
」
政
治
闘
争
─
『
万
葉
集
』
に
基
づ
く

一
考
察
─
」『
日
語
学
習
与
研
究
』
二
〇
一
三
年
、
第
二
号
。

（
20
）
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
前
掲
書
、
二
七
八
頁
。

（
21
）
沖
森
卓
也
な
ど
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』
前

掲
書
、
三
六
三
頁
。

（
22
）
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』
東
京
：
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
、
二

一
六
─
二
一
八
頁
。

（
23
）
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
前
掲
書
、
二
五
三
頁
。

（
24
）
与
謝
野
寛
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集　

懐
風
藻　

凌
雲
集　

文
華
秀
麗
集　

経
国

集　

本
朝
麗
藻
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）』
東
京
：
現
代
思
想
新
社
、
二
〇
〇
七

年
、
一
八
六
─
一
八
七
頁
。

（
25
）
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

考
証
篇　

第
二
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
二
年
、
三
一
頁
。

（
26
）
沖
森
卓
也
な
ど
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』
前

掲
書
、
三
六
三
頁
。

（
27
）
黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
三
巻　

日
本
後
紀
・
続
日
本
後
紀
・
文
徳
天

皇
実
録
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
年
、
二
一
─
二
二
頁
。

（
28
）
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
前
掲
書
、
三
五
三
頁
。

（
29
）
梶
川
信
行
『
万
葉
集
と
新
羅
』
前
掲
書
。
梶
川
信
行
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
『
万
葉

集
』

─
旅
人
周
辺
の
百
済
系
の
人
々
を
中
心
に
」『
國
語
と
國
文
學
』
東
京
：

明
治
書
院
二
〇
〇
九
年
四
月
。

（
30
）
王
凱
「
大
陸
移
民
と
万
葉
古
歌
」『
外
国
問
題
研
究
』
二
〇
一
二
年
第
四
号
三
七

─
四
二
頁
。

（
31
）
与
謝
野
寛
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集　

懐
風
藻　

凌
雲
集　

文
華
秀
麗
集　

経
国

集　

本
朝
麗
藻
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）』
前
掲
書
、
一
九
一
─
一
九
三
頁
。

（
32
）
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
前
掲
書
、
五
〇
五
頁
。

（
33
）
沖
森
卓
也
な
ど
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』
前

掲
書
、
三
六
三
頁
。

（
34
）
吉
井
巌
『
萬
葉
集
全
注　

巻
第
六
』
東
京
：
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
、
二
〇
三
頁
。

（
35
）
直
木
孝
次
郎
『
難
波
宮
と
難
波
津
の
研
究
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四

年
、
一
三
八
頁
。

（
36
）
加
藤
謙
吉
『
大
和
政
権
と
フ
ミ
ヒ
ト
制
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、

三
五
四
頁
。

（
37
）
井
上
光
貞
「
王
仁
の
後
裔
氏
族
と
其
の
仏
教
」。『
史
学
雑
誌　

第
五
四
編
第
九

号
』、
一
九
四
三
年
。
九
─
一
四
頁
。

（
38
）
王
凱
「
日
本
古
代
大
陸
移
民
文
学
与
古
代
王
権

─
以
難
波
津
之
歌
為
中
心

─
」『
日
語
学
習
与
研
究
』
二
〇
一
〇
年
第
五
号
、
一
一
七
─
一
二
三
頁
。

（
39
）
黄
暉
：『
新
編
諸
子
集
成　

論
衡
校
釈
』
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
、
五

四
五
頁
。

（
40
）
上
田
正
昭
『
渡
来
の
古
代
史　

国
の
か
た
ち
を
つ
く
っ
た
の
は
誰
か
』
東
京
：
角

川
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
一
四
─
一
六
頁
。

（
41
）
韓
昇
：『
日
本
古
代
的
大
陸
移
民
研
究
』、
台
湾
：
文
津
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、

五
─
九
頁
。

（
42
）
李
卓
「
古
代
大
陸
移
民
在
日
本
」『
歴
史
教
学
』
一
九
八
四
第
九
号
、
三
〇
─
三

五
頁
、
中
国
中
日
関
係
史
研
究
会
編
『
日
本
の
中
国
移
民
』
北
京
：
三
聯
書
店
、

一
九
八
七
年
、
王
勇
編
『
中
国
南
：
尋
繹
日
本
文
化
的
源
流
』
北
京
：
当
代
中
国

出
版
社
、
一
九
九
六
年
等
。

（
43
）
鈴
木
靖
民
『
日
本
の
古
代
国
家
形
成
と
東
ア
ジ
ア
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
。
二
〇
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一
一
年
；
辰
已
正
明
『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
東
京
：
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年

『
万
葉
集
と
中
国
文
学　

第
二
』
東
京
：
笠
間
書
院
。
一
九
九
三
等
。

　


